
伝えたい記憶
－戦後70年－

　
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
70

年
、戦
争
体
験
者
が
減
り
、戦

争
の
記
憶
が
風
化
す
る
な
か
、

過
去
か
ら
学
び
、
次
の
世
代

に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
次
代
を
担
う
若

い
世
代
・
中
学
生
が「
平
和
使

節
」と
な
り
、市
内
の
戦
争
体

験
者
へ
の
訪
問
な
ど
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
平
和
使
節
」と
は

　
命
の
尊
さ
や
平
和
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
、
市
内
中
学
生

を
対
象
に
希
望
者
を
募
り
、

「
平
和
使
節
」と
し
て
広
島
市

な
ど
へ
派
遣
す
る
事
業
で
す
。

　
今
年
参
加
し
た
の
は
、
中

学
生
25
人
。各
校
の
生
徒
は
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

広
島
市
と
市
内
在
住
の
戦
争

体
験
者
へ
の
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

「平和使節」に参加した生徒たち

■牛久第一中学校…入村飛翔、恒吉夏季、冨岡雅大、

　　　　　　　　　吉永明依、若林日菜

■牛久第二中学校…荒井唯維、岡本美弥、吉田亜希

■牛久第三中学校…阿民ハルーン、入谷絵美、宮澤北斗、

　　　　　　　　　永作唯、山田るか

■下根中学校………池田連弥、大石七海、澤崎光輝、川上智、

　　　　　　　　　森谷香音、段塚柚香、水谷康平、福田耕太朗

■牛久南中学校……河合萌恵、津脇岳馬、真木和泉、丸山燎
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伝えたい記憶ー戦後70年ー特集

積善さん　奥野地区の戦死者は、百

何十人もいました。1軒で何人も亡く

なった家があり、私の家も3人戦死し

ています。昭和18年頃から牛久にも空

襲が始まりました。空襲が起きるのと

同時に、夜間、敵機に見つからないよ

うにするため灯火統制が始まりました。

空襲警報が鳴ると、すぐに防空壕に避

難しました。

まさ子さん　戦前と戦後で大きく変

わったのは、教育です。戦前の教科書で

戦意高揚を促すような表現は、戦後墨

で塗りつぶされ、「墨塗り教科書」を使用

しました。また、戦後は教え方も民主的

になり、叩かれたりするようなことも無

くなりました。生活が豊かになるまで時

間がかかり、昭和40年頃でも冬は出稼

ぎをして生計を立てていました。

積善さん　全国では200万人以上の人

が軍人に召集され、戦死しています。そ

れから東京大空襲で10万人、広島の原

爆で10万人の計20万人、沖縄作戦で20

万人、それから一般市民が50万人犠牲

になった。そういう大きな戦争でした。

 
平
和
が
一
番
で
す
ね

 

た
く
さ
ん
の
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
戦
争
で
し
た

石山さん　当時の日本は「徴兵制」があ

りました。20歳になると徴兵検査をす

ることになっていて、昭和19年頃は戦

況が悪化していたので、皆、戦地に送ら

れました。私は、水戸37部隊に配属さ

れ、中国の華北省に送られました。朝

は零下15度のなか、訓練が行われまし

た。実弾の飛び交う中の訓練だったの

で、負傷し日本に送還された仲間もい

ました。

　終戦後は、捕虜となり2年間シベリ

アに抑留されました。シベリアでは、

木の伐採などの肉体労働に従事させら

れました。シベリア抑留者は60万人

ほどいましたが、何万人もの人が亡く

なってしまった。亡くなった方のなか

には、牛久出身者もいました。

藤田さん　牛久の小坂地区では、アメ

リカ戦闘機の機銃掃射で女の子が亡く

なっています。女化地区に爆弾が落と

されて、家屋が1軒全焼してしまった

ことがありました。ものすごい音で、自

宅の裏に落ちたと錯覚するほどでした。

「平和が一番」ですね。

　牛久第二中学校地区 　牛久第一中学校地区

生徒の声　「戦争中の不便さ、大変

さを、私たちは詳しく知らなかっ

た」「戦争のことを詳しく知る機会

はとても貴重で、よい体験になっ

た」

生徒の声　「過去に目を向けなけれ

ば、平和は築くことはできない」「戦争

に関わった人や場所と直接ふれ合っ

たことで、知っていた『戦争』は、ほんの

一部に過ぎなかったことを実感した」

石山さん 藤田さん

藤田 静男さん（終戦時：小学生）

石山 勇一さん（終戦時：20歳 兵役に従事）

本橋 積善さん　（終戦時：10歳）

本橋 まさ子さん（終戦時：8歳）
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生徒の声　「戦争の事実を知ると

ともに、教育の意味、生きている

ことの幸せを教えてもらった」「戦

争を知らないで済ませるのではな

く、考えること、伝えることが大

切だと思った」

永島さん　戦争前は勉強するゆとりも

ありましたが、開戦後は「勤労奉仕」を

させられ、鉄砲の弾を作りました。戦

時中は東京から茨城などへ4回引っ越

しをしました。

小川さん　牛久では近所同士で助け

合って何とか食べられる程度でした。

永島さん　当時は物資が不足し、赤

ちゃんにあげるミルクもなく、代わり

に米ぬかを煮たものをあげていました。

食べ物は肉や魚はなく、ドジョウやタ

ニシ、川魚、イナゴが主なタンパク源

でした。米もなく主食は、イモ類やす

いとん。娯楽もなく、殺伐とした雰囲

気があり、隣村に行くと石を投げられ

たこともありました。

　昭和20年3月10日の東京大空襲の日、

風に乗って塵などが飛んできたのを覚

えています。戦争が終わっても、生活

は不便で大変でした。今は、戦争がな

いことが何より幸せであり、不自由が

ないことも幸せなことです。戦争は、2

度と起こしてはいけません。

　当時、通っていた岡田農業学校では、

勉強をするゆとりはなく、「勤労奉仕」と

いう手伝いをしました。兵隊に行って

働き手がいない家に毎日手伝いに行か

され、勉強をやりたくてもできません

でした。当時は着物や食べ物など自給

自足で、今のようにコンビニなどもない

し、物を売っているところもありません

でした。また、思ったことを自由に言え

ない雰囲気でした。

　当時の日本政府は、アジアの国々を欧

米の植民地から解放するための戦いで

あると報道していました。「鬼畜米英」と

教えられ、新聞などで戦果が知らされ、

絶対に勝てると思っていたので、戦争が

終わった（負けた）時は、呆然とした気持

ちになりました。私の父はニューギニア

で戦死しています。戦争の後に残るのは

悲劇です。だから、本当に教育は肝心

です。学生の時は善悪の判断がつくよう

に、しっかり勉強しなければダメ。政治

と教育で、（人間の考えは）どのようにも

なってしまう。教育は、本当に重要です。

 
戦
争
が
な
い
こ
と
が
何
よ
り
幸
せ
　
不
自
由
が
な
い
こ
と
も
幸
せ
な
こ
と

 

善
悪
の
判
断
が
つ
く
よ
う
に
、
し
っ
か
り
勉
強
し
な
け
れ
ば
ダ
メ

　下根中学校地区 　牛久第三中学校地区

生徒の声　「戦争で命を亡くした

人たちの分まで頑張って生きて、

平和な世の中をつくりあげなくて

はいけない」「悲惨な出来事が起こ

らないように、学んだことを伝え

ていきたい」

小川 耒太郎さん（終戦時：12歳）

永島 秀恭さん　（終戦時：11歳）

飯岡 幹雄さん（終戦時：12歳）

小川さん 永島さん
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伝えたい記憶ー戦後70年ー

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
た
い

　
生
徒
た
ち
は
、
市
内
の
戦
争

体
験
者
へ
の
訪
問
の
ほ
か
、「
平

和
使
節
」
と
し
て
７
月
29
日
か

ら
31
日
に
か
け
て
、
広
島
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム

や
広
島
平
和
記
念
資
料
館
の
見

学
、
被
爆
体
験
者
講
話
な
ど
を

通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平

和
と
命
の
尊
さ
な
ど
に
つ
い
て

考
え
を
深
め
ま
し
た
。

秋田さん　当時、通っていた小学校（現

在の東洋大学附属牛久高校の場所）では、

勉強よりも「勤労奉仕」が優先され、農作

業をしていました。父親は戦死し、一家

の働き手は母親が中心でした。

張替さん　特に記憶に残っていること

は、昭和20年3月10日の東京大空襲で

す。夜の空襲で、風に乗って牛久まで

火の粉が飛んできました。また、学校

での教育です。素手で戦う方法を教わ

るなど愛国精神を植え付けられ、大人

よりも子どもたちの方が戦争に染まっ

ていったと思います。

秋田さん　戦後は、民主的な教育を受

け、「手に職をつけ、自分のやりたい仕

事をしたい」と考えて、縫製業（紳士服

作り）をしました。

　今は、みんな好きなだけ勉強ができ

て幸せです。中学生の皆さんに伝えた

いことは、何事もすぐにやめてしまわず

に、まずは目標を持ってやってみる。今

は個人が尊重される世の中なので、自分

の良さを生かしてほしいと思います。

 
今
は
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
世
の
中
　
自
分
の
良
さ
を
生
か
し
て
ほ
し
い

　
そ
し
て
、生
徒
た
ち
は
、11

月
28
日
、
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
る「
平
和
の
集
い
」で
、
今

回「
平
和
使
節
」と
し
て
学
ん

で
き
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

歴
史
を
振
り
返
り
、
平
和
の

た
め
に
、
今
、
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

特集

　牛久南中学校地区

生徒の声　「好きなことが自分の

意志でできることのありがたみを

知った」「いつか自分の子どもたち

に『世界が平和か』と尋ねたときに、

『平和だ』と答えてもらえる世界に

していきたい」

入場無料
事前申込不要

問：中央生涯学習センター☎871-2301

◆第1部…平和使節団体験報告会

◆第2部…講演会

◆対象　一般（未就学児は除く）

◆主催　牛久市教育委員会

平和の集い

戦後70年
　 今、平和を考える

演 題

テレビ、報道の場で活躍する

ジャーナリスト。国際情勢や国

内の社会問題、教育問題、人権・

平和などに関して、精力的に取

材・執筆。

江川紹子氏講 師

混迷の時代を生きる

“命の重さ”

中央生涯学習センター文化ホール

開場 午後1時
開演 午後1時30分11 28土

張替 浩さん　　（終戦時：8歳）

秋田 セツ子さん（終戦時：13歳）
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